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 令和３年 2 月に学校教育自己診断を実施しましたところ、保護者の皆様におかれましては、多数のご回答

をいただきありがとうございました。 

 この学校教育自己診断は、本校の教育活動の成果を検証するとともに、生徒の実態や保護者の方々のニー

ズに対応できているか点検し、今後の教育改善の方策を明らかにするために実施するものです。 

 このたび、アンケート結果についての分析及び保護者の方々からのご意見に対する回答をまとめましたの

でご報告いたします。今後はこの結果や保護者の方々からのご意見等をも参考にし、学校運営に努めてまい

りますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

アンケート結果についての分析 

 

＜方法＞ 

・各項目に対する回答の 4 区分（①あてはまる ②だいたいあてはまる ③あまりあてはまらない  

④あてはまらない）のうち、①と②を合わせたものの割合を肯定的な意見としております。 

 

＜結果＞ 

生徒アンケート 

◎肯定的な意見が向上または高水準を維持している項目について 

・「学校の授業は楽しい」（76.5%→80.1%） 

・「学校の勉強はよくわかる」（80.2%→86.6%） 

・「勉強をするのは、社会に出て役立つようにするためだ」（82.7%→83.9%） 

・「今のクラスは、自分の思っていることが言いやすい雰囲気がある」（74.5%→75.6%） 

・「今のクラスは、がんばっていることを認める雰囲気がある」（80.9%→84.8％） 

・「先生は、あなたの気持ちを分かってくれる」（79.9%→83.6%） 

・「今の自分に満足している」（52.9%→54.7%） 

・「学校では、チャイムが鳴るとすぐに授業が始まる」（80.1%→86.2%） 

・「学校行事（文化発表会・体育大会など）は、みんなが楽しく参加できるよう工夫している」 

（86.8%→92.4％） 

・「生徒会活動は、活発である」（79.8%→84.3%） 

・「部活動に入部している」（80.4％→85.8%） 

・「クラスの班活動や係活動に積極的に参加している」（93.1％→93.7%） 

・「学校では、人権の大切さについて学ぶ機会が多い」（90.4%→92.1%） 

・「先生は、いじめや困っていることや悩みについて、親身になって相談に乗ってくれたり対応をしてくれて

いる」（80.6%→86.8％） 

・「学校の設備や学校で使う道具や器具を大切に扱っている」（98.0%→98.6%） 

・「彩都西中学校は、よい学校だと思う」（88.1%→88.8％） 

・コロナ対策のため、様々な制約のある中での学校生活を余儀なくされた令和 2年度ではあったが、生徒ア

ンケートの結果では、2５項目中 1６項目において肯定的な意見の向上が見られた。 

・生徒・教職員・保護者が協力し、「コロナ禍でもできること」を模索・工夫し、「新しい様式の教育活動」

を創造する努力をしてきた結果であると考えられる。多くの生徒が授業や行事、生徒会（委員会）・係活

動に主体的に参加している実感をもてたことがアンケート結果からわかる。 

・コロナ禍でも肯定的な意見の向上が見られたことは、ここ数年の教育活動全体の成果と受け止め、次年度

以降さらに向上できるよう学校として取り組んでいきたい。 

・肯定的な意見が向上していることだけに注目せず、否定的な意見の生徒がいることに留意し、今後より一

層、教員の生徒理解を深め、すべての生徒にとって楽しくてわかる授業、すべての生徒が安心して過ごせ

るクラスや学校づくりを追及していきたい。 



◎肯定的な意見の割合が減少した項目について 

・「学校生活は楽しい」（91.2%→88.9%） 

・「困っているときに相談できる友だちがいる」（94.9%→92.7%） 

・「授業を聞いてわからないことがあれば、先生や友だちに聞いている」（90.0%→89.8%） 

・「みんなの前でもはっきりと自分の意見が言える」（56.2%→53.6%） 

・「学校のきまりは、守らないといけないと思う」（94.9％→93.1%） 

・「社会のルールは、守らないといけないと思う」（99.4%→98.3%） 

・「積極的に部活動に参加している」（93.2%→91.7％） 

・「地震や火災が起こった場合に、どうしたらよいか知らされている」（97.6%→96.7%） 

・「学校では、授業やクラブ活動を通して、校区の小学校や幼稚園・地域の人々と交流する機会がある」 

 （52.7％→39.6%） 

 

保護者アンケート（保護者アンケート回答率 89%） 

◎肯定的な意見が向上または高水準を維持している項目について 

・25 項目中 20項目において肯定的な意見の向上が見られた。 

 

◎肯定的な意見の割合が大幅に減少した項目について 

・「学校は、保護はや地域の人が授業を参観する機会を設けている。」（94.5%→64.3%） 

・「学校は、保護者に出す文書・事務連絡などで、家庭への連絡や意思疎通を積極的に行っている。」 

 （87.8％→80.5％） 

・「学校のＰＴＡ活動は活発である。」（88.9％→78.0％） 

 

 

 

保護者からの主なご意見についての回答 

 

問 26． その他、彩都西中学校が行っている教育活動や学校行事などについて、改善案などがございました

らご記入ください。建設的なご意見をお待ちしております。 

 

◎学校行事について 

 行事予定を早めに知らせてほしい。 

 コロナ禍でも、保護者の参観（授業・行事）を実施してほしい。 

回答） 

 ・令和３年度は、行事予定等できるだけ早くお知らせするよう努力します。 

 ・令和 3年度は、できるだけ工夫して、保護者の方が学校に来る機会を増やしたいと考えています。 

 

 

・大幅な減少が見られた「学校では、授業やクラブ活動を通して、校区の小学校や幼稚園・地域の人々と

交流する機会がある」は、コロナ対策のため実施できなかったことが結果として表れている。 

・その他の項目についても、コロナ対策のためのグループ活動の制限、避難訓練実施の縮小などの影響が

考えられる。大幅な減少が見られなかったものの、コロナ対策以外の要因もあるかもしれないという視

点を持ち、今後も、日々の授業をはじめとする教育活動を通じて、互いの違いを認め合い尊重し合える

集団作りをすすめていきたい。 

・コロナ対策のため、参観を実施しなかったことが結果にあらわれている。次年度は方法を工夫し、実施

していきたいと考えている。 

・コロ禍で年間行事の見通しが立たず、保護者に出す文書や事務連絡が直前になってしまったことは反省

点である。今後は改善に努めたい。 

・ここ数年、多くの項目で肯定的意見が向上してきている。学校ホームページや通信等で生徒の様子や学

校の取組みについて発信したり、保護者と学校の連携を大事にしてきたことが、アンケート結果に表れ

ていると考えられる。今後も地域・保護者・生徒に信頼される学校となるよう努力していきたい。 



◎メール連絡について 

 保護者宛てプリントを配付した際には、メールで知らせてほしい。 

回答） 

 ・今のところ、学校からのメール配信は緊急連絡に限らせていただいております。 

 

◎オンラインの活用について 

 オンライン学習を充実させてほしい。 

 オンラインをもっと活用してほしい。 

回答） 

 ・令和３年度から生徒一人につき一台のタブレットが導入されます。1年間を通して、少しずつ活用の練

習をしていきます。 

 

◎学習指導について 

 定期テストの平均点を公表してほしい。 

回答） 

 ・各教科の評価については、授業中の活動や提出物・テスト等、様々な場面・方法で観点別に生徒一人ひ

とりの学習状況を把握し、その到達度をＡＢＣの３段階で評価することとなっております。定期テスト

は、観点別に学習状況を把握するための評価材料の一部であり、教科の総括的な評価ではありません。

通知表の観点別学習状況（ＡＢＣ）や総括的な評価である評定（5 段階）で学習の到達度を把握してく

ださい。 

 ・3年生では実力テストを 4 回実施します。平均点を公表しますので、進路決定の参考にしてください。 

 ・府のチャレンジテスト（全学年）や全国学力テスト（3年）の結果も参考にしてください。 

 

◎進路指導について 

 願書の提出や出願の方法について、保護者にも知らせてほしい。 

回答） 

 ・生徒に指導する際にプリント等も配付します。ご家庭でもご確認ください。 

・私立高校のコースや受験方法が多様化し、web 出願など中学校では把握が困難な場合もあります。 

中２の頃から気になる高校の見学や資料の取り寄せ等を始めてください。 

 

◎生活指導ついて 

 スリッパを上靴に変えてほしい。（安全面から） 

回答） 

 ・現在のスリッパより安全なものへの変更を検討中です。 

 

◎部活動について 

 活動時間、休養日について、市の方針を守ってほしい。 

 部活動の選択肢を増やしてほしい。 

回答） 

・「部活動にかかる活動方針」に基づき運営するようにいたします。 

・部活動の指導は、法に定められた教職員の職務にはなっておらず、現在実施されている部活動は教職員の

好意によって実現しており、顧問なしには設置・活動はできません。 

・令和３年度はクラス数の減少に伴い、教職員の人数も減少するため、部活動の新設は厳しい状況です。 

・今年度設置している部活動でも、来年度指導者が転勤した場合は募集しないこともあります。 

 

 

 
その他、率直なご意見、ねぎらいのお言葉等をいただき、ありがとうございました。 

真摯にうけとめ、よりよい学校運営に努めてまいります。 

今後ともよろしくお願いいたします。 


